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の Hunt and Kosnik grade や Fisher’s group においては両群間で差を認めなか
った。後下小脳動脈解離の画像所見は Pearl sign が最も多く、瘤状拡張を呈す
るものが多かった。椎骨動脈解離ではおよそ半数が保存的治療を行っていたの
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A;  瘤状拡張をしており、不整な場合は 1〜2 か月入院安静を行う場合もある。 
 
Q: PICAの場合、頭痛が先行している例はどれくらいあるだろうか。 
A; 症例数が少なく割合は不明だが、当院では一例、１か月前に後頭部痛に先
行し、頭痛意識障害をきたした例がある。 
 
Q; 解離の治療は急性期にするのか? 
A; 破裂であれば検査と同時に治療することもあり、できるだけ早期に治療す
る。虚血や頭痛発症であれば、方針は十分検討してから行う。 
Q;  VA解離は経験するが、多発解離というのはつながっているのか？複数箇所
か？ 
A; 経験上両側 VA解離はつながっているということはほとんどなく、複数個所
で多発している。 
 
 その他いくつか質問やコメントがあったが、発表者はいずれについても的確
に応答した。 
 以上、内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確性および質疑
応答の結果を踏まえ、審査員全員での討議の結果、本論文は、学位論文に値す
ると評価された。 
 
